
 

（14）公益財団法人 鳥取県生活衛生営業指導センター経営状況報告書 

 

法人の概要 

１ 名     称  公益財団法人 鳥取県生活衛生営業指導センター 

２ 目     的  鳥取県の生活衛生関係営業の経営の健全化を通じてその衛生水準の維

持向上を図り、併せて利用者又は消費者の利益の擁護を図ることを目的

とする。 

３ 公益認定年月日  平成２４年３月２１日 

           （財団法人 鳥取県生活衛生営業指導センター設立許可年月日 

                              昭和５９年２月１５日） 

４ 設立登記年月日  平成２４年４月１日 

           （財団法人 鳥取県生活衛生営業指導センター設立登記年月日 

                              昭和５９年３月２１日） 

５ 基 本 財 産  出えん金 ４，５２０，０００円 

            鳥取県出えん金          ２，０００，０００円 

            鳥取県各生活衛生同業組合出えん金 ２，５２０，０００円 

６ 役 員 等  評 議 員  ８人  理  事  ９人   監  事  ２人 

評 議 員  有 田 勝 徳（元鳥取県中小企業団体中央会専務理事） 

〃    杉 浦 為佐夫（税理士） 

〃    森 本 雄 一（株式会社日本政策金融公庫米子支店支

店長） 

〃    竹 本 佐代子（前鳥取市消費者団体連絡協議会会長） 

〃    松 本 尚 美（前公益財団法人理容師美容師試験研修

センター中国ブロック事務所鳥取県担

当マネージャー） 

〃    中 澤 寿 秀（鳥取県飲食生活衛生同業組合） 

〃    西 尾 達 也（鳥取県美容業生活衛生同業組合常任理

事） 

〃    福 田 哲 也（鳥取県クリーニング生活衛生同業組合

理事） 
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理 事 長  松 本 正 嗣（鳥取県公衆浴場業生活衛生同業組合理

事長） 

副理事長  岩 崎 元 孝（鳥取県旅館ホテル生活衛生同業組合理 

事長） 

副理事長  福 間 英 年（鳥取県理容生活衛生同業組合理事長） 

常務理事  小 畑 正 一 

理  事  正 田 眞 弓（鳥取県美容業生活衛生同業組合理事長） 

〃    宍 道 榮一郎（鳥取県飲食生活衛生同業組合理事長） 

〃    西 山 善 博（鳥取県食肉生活衛生同業組合理事長） 

〃    鴨 河 猛 志（鳥取県クリーニング生活衛生同業組合 

理事長）  

               〃       武 智   徹（株式会社日本政策金融公庫鳥取支店 

                           国民生活事業統轄） 

監  事  山 本   浩（鳥取県理容生活衛生同業組合常務理

事） 

〃    田 中 和 子（鳥取県旅館ホテル生活衛生同業組合監

事） 

７ 職     員  ３人（うち県退職職員 １人） 

８ 事 務 所  鳥取市松並町二丁目１６０番地  
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令和２年度事業実施状況 

県民生活に密着したサービスや商品の提供を行い生活向上と地域の活性化に重要な役割を果たしている

生活衛生関係営業者（以下「生衛業者」という。）の経営の健全化と振興を通じて、衛生水準の維持向上と

利用者及び県消費者の利益の擁護を図るため、生活衛生同業組合（以下「生衛組合」という。）、鳥取県・

市等行政機関、日本政策金融公庫（以下「日本公庫」という。）などの関係機関と連携しながら公益財団法

人鳥取県生活衛生営業指導センター（以下「指導センター」という。）の定款に定めるところにより、営業

に関する相談・指導、融資のあっせん、振興のための事業、後継者育成支援事業、健康・福祉対策推進等

事業、標準営業約款制度の登録・普及、クリーニング師・従事者の研修講習、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大に伴う経営支援などの事業を実施した。 

また、公益財団法人としての自覚を持ち、公益法人３法、関係法令及び定款を遵守し、コンプライアン

スに基づいて法人運営を行った。 

 

Ⅰ 公益目的事業 

 

１ 相談室運営事業  

指導センターに経営指導員を配置し、管理運営と常設の相談窓口を開設して、生衛業者に対する経

営上必要な融資、労務、衛生管理等の相談と指導を行うとともに、利用者・消費者の苦情等に関する

相談業務を行った。 

また、経営指導員、経営特別相談員（以下「特相員」という。）、約款登録推進員及び関係機関等が

連携して、生衛業者に対する経営の近代化、合理化、健全化、衛生水準の維持向上などについて支援

を行った。 

・組織体制  常 務 理 事   １名（事務局長・経営指導員を兼務） 

経 営 指 導 員   １名 

事  務  職  員     １名 

特  相  員  ２４名 

 

２ 税務相談等事業 

平成２４年に中国税理士会鳥取県支部連合会並びに平成２７年１２月に（一社）鳥取県中小企業診

断士協会と締結した業務協力に関する覚書に基づき、税理士による税務の記帳方法、決算書の作成方

法、中小企業診断士による経営診断、事業承継等相談を希望する生衛業者について無料の個別相談・

指導を行った。 

・実 績 ８件・２０時間 （目標 ８件・１６時間） 

 

３ 地区生活衛生営業相談指導事業 

（１）出前相談・指導 

要請を受けて、経営指導員が各生衛組合の総会、理事会、役員会等に出席し相談・指導に応じる

とともに個別の営業者、営業施設等にも出向いて対応した。 

特に特相員から提供される融資等相談事例については、随時出向き、必要に応じて税理士・中小

企業診断士の協力を得て相談に応じた。 

（相談・指導等事業 件数  ※（  ）内は目標）   

 

 

 

 

 

 

（２）地区相談・指導  

鳥取市、県中部・西部生活環境担当部局の協力を得て、各管内の生衛組合役員、特相員、標準営

区  分 令和２年度 

窓口相談 （件） １０７  （３００） 

地区相談 （人）   ６３  （ ４０） 

巡回相談 （人） ６８０  （６５０） 

計 ８５０  （９９０） 
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業約款推進員と経営指導員及び行政担当者、日本公庫融資担当者で業種横断的な地区連絡会を開催

し、地域の状況を踏まえた意見交換を行った。 

また、日本公庫鳥取・米子支店と連携し、個別の融資相談を実施した。 

（相談・連絡会議） 

・鳥取市保健所管内      ８月１７日  １５人 

・県中部総合事務所管内    ７月２４日  １０人 

・県西部総合事務所管内    ８月３１日  ２３人   計３回 参加者４８人 

（個別融資相談） 

・日本公庫鳥取支店     ４月    計２回  ２人 

・日本公庫米子支店     ４月～２月 計６回 １１人 

・県中部総合事務所     ５月    計１回  ２人 計９回 参加者１５人 

 

（３）衛生管理講習会 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大等を踏まえ、生衛業の衛生水準を確保し感染症等の拡大を

未然に防止するため美容業生衛組合及び理容生衛組合と連携して営業施設における衛生の研修会

を県内３地域で実施した。なお、当初予定していた宿泊施設に対する衛生管理講習会は別事業（生

活衛生関係営業経営支援緊急対策事業）で実施した。 

（理容生衛組合） 

講師：鳥取市及び県中部・西部生活環境部局 担当者 

医学博士 石田 茂 氏 

鳥取看護大学教授 荒川 満枝 氏 

・東部地区   １０月 ５日   ６３人（うち員外 ０人） 

・中部地区    ９月 ７日   ４８人（うち員外 ０人） 

・西部地区    ９月２８日   ６２人（うち員外 ０人） 

（美容業生衛組合） 

講師：鳥取市及び県中部・西部生活環境部局 担当者 

医学博士 石田 茂 氏 

鳥取看護大学教授 荒川 満枝 氏 

・東部地区   １１月３０日   ６２人（うち員外１８人） 

・中部地区    ９月 ７日   １９人（うち員外 ０人） 

・西部地区   １１月 ２日  １０９人（うち員外 １人） 

計６回  受講者 ３６３人（うち員外１９人）[目標４３０人] 

 

４ 生活衛生関係営業設備改善資金融資等指導事業 

日本公庫の融資に関し、生衛業者の求めに応じて必要な指導を行ったほか、特に生活衛生関係営業

経営改善貸付において、貸付推薦業務を行った。 

これらの業務に関し緊密な連携と機能的な運用を図るため、経営指導員、特相員及び日本公庫担当

者合同の研修会を行った。 

（貸付実績 ※（ ）内は前年度貸付額）  

 

 

 

 

 

 

 

５ 相談支援連絡協議会事業 

県が委嘱した特相員による経営相談を支援するため融資等相談支援協議会を開催し、特相員が生活

 

 
全  体 うち 衛経貸付 うち 振興貸付 

借入決定した件数（件） 
９０ 

（３６） 

        １２ 

    （５）  

２６ 

    （１６）  

融資決定額  （千円） 
６６８，７９０ 

（２１６，１５０） 

７４，０００ 

（３０，８００） 

２７５，７００ 

（１２２，３５０） 
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衛生関係経営改善資金の推薦書を作成した場合に支払う謝金等について協議するとともに、指導力向

上のための研修を経営指導員、特相員及び日本公庫担当者合同で行った。 

さらに平成２５年度から行っている各生衛組合、日本公庫鳥取・米子支店、指導センターのトップ

が一堂に会し融資の在り方等について意見交換する、生活衛生改善貸付推薦団体協議会を今年度も開

催した。 

（融資等相談支援連絡協議会） 

開催日 ：令和３年２月１６日 

開催場所：セントパレス倉吉 

参加者 ：２０人 

テーマ１：令和３年度の生活衛生関係営業の施策 

（講 師：鳥取県くらしの安心推進課 担当者） 

テーマ２：コロナ禍における生活衛生関係営業の経営の在り方 

（講 師：中小企業診断士 樋野 泰広 氏） 

テーマ３：意見交換（生衛組合の活性化と生活衛生関係融資の取組について） 

（講 師：日本政策金融公庫鳥取支店融資課長） 

（生活衛生改善貸付推薦団体連絡協議会） 

開催日 ：令和３年３月１７日 

開催場所：日本公庫鳥取支店 会議室 

出席者 ：１３名（日本公庫３名、各生衛組合理事長等６名、行政１名、指導センター３名） 

議題  ：生活衛生貸付の融資状況 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者向けの融資制度 

 

６ 情報化整備事業 

生衛業者の経営の改善及び衛生水準の向上を図るため、ホームページや情報誌「とりせい通信」を

活用し、関連する経営・融資・衛生情報や指導センター及び生衛組合の実施事業等を広く発信した。 

（１）ホームページを活用した広報 

・公益法人としての開示情報掲載 

事業計画・報告、収支予算・決算、役員改選 

・指導センターホームページの運営・管理 

指導センターの紹介       （更新１５回） 

生衛組合の事業・イベント紹介  （更新 １回） 

景気動向等統計データの周知   （更新 ４回） 

感染症対策等衛生情報の周知   （更新 ７回） 

融資情報の周知         （更新１２回） 

新型コロナウイルス感染症関係の支援策 （更新１９回） 

情報更新合計             ５８回 （目標５０回） 

・年間アクセス件数  ３，１５６件 （目標 ２，５００件） 

・年間ページビュー数 ６，４７２件 （目標 ６，０００件） 

※年間アクセス件数及び年間ページビュー数はgoogle analytics による。 

 

（２）とりせい通信の発刊 

生衛業者（員外者含む）に当指導センターの事業や生衛業に関する制度等を広く周知するた

めに情報誌を発行した。 

・発行部数 １，５００部  発行時期 ７月 

 

 

７ 後継者育成支援事業 

高校生を対象とした職業体験を通じて、生衛業に対する職業観の向上を図ると共に、後継者不足が
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懸念される理容業並びに美容業の課題解消を図り、県民の利便に支障を来さないように努めた。 

実施に当たっては、教育関係者・業界代表・行政・指導センターで構成する企画評価協議会で目標

の設定、実績の評価を行い、次年度の事業に反映をさせることとした。 

本年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で１校（美容１校）のみの実施となったが、

１３５名の生徒を対象に体験授業を行った。[目標３０名（昨年度１８６名）] 

アンケートを実施した結果、回答者のうち職業観が向上した者は７９％であり、目標の７５％を上

回った。 

・企画評価協議会の概要 

第１回後継者育成支援企画評価協議会（書面協議） 

日 時：令和２年１０月１３日 

議 題：①令和元年度事業の目標達成状況について 

②令和２年度の事業実施計画について 

③令和２年度事業の実施方針と目標について 

第２回後継者育成支援企画評価協議会（書面協議） 

日 時：令和３年３月１５日 

議 題：①令和２年度後継者育成支援事業実施報告について 

②令和３年度事業実施方針（案）について 

 

８ 消費者等コールセンター事業 

消費者・利用者及び事業者のそれぞれの利益に資するため、利用者からの苦情の実例を報告し、適

正な対処方法などを話し合い、お互いの立場を理解し、苦情の発生を未然に防止するための懇談会を

開催した。 

・令和２年度生衛業者と消費者との懇談会（東部地区） 

日  時：令和３年１月１９日 

場  所：白兎会館（鳥取市） 

出 席 者：１６人（消費者、生衛業者、県消費生活センター、指導センター） 

※参加者からの主な意見 

・Ｓマークの店であれば賠償基準等もしっかりしており、トラブル解決も早いと感じた。 

・消費者と営業者の相互理解を深めることが、トラブルの未然防止や早期解決に必要。 

・生衛業の店舗でトラブル相談等があった場合は生衛組合にも連絡してもらいたい。 等 

 

９ 衛生水準確保・向上推進会議 

生活衛生水準の確保・向上を図ると共に生衛組合の活性化の取組を支援するため、当指導センター

及び生衛組合は行動計画を作成して推進を図るとともに、行政及び日本公庫とも連携して事業の実施

に取り組んだ。 

（１）確保・向上推進会議 

日 時：令和２年６月１０日 

出席者：各生衛組合理事長、県くらしの安心推進課担当者、指導センター 

概 要：令和２年度指導センター及び各生衛組合の行動計画、これまでの活動状況 

 

（２）広報事業 

①ホームページ、機関誌等でのＰＲ 

②令和元年１１月から令和２年１０月までの間に新規営業許可・届出を行った営業者に対し、組合

加入のパンフレット、機関誌「生衛とっとり」等を送付（送付部数 ３４３部（飲食２７３、理

容５、美容６５）（国・県補助金で対応）） 

 

（３）生衛業の実情報告及び組合活動支援要請 

・県生活衛生担当所・局長への報告 
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東部 ８月１７日 １５名、中部 ７月２４日 １０名、西部 ８月３１日 ２３名 

（地区連絡会とあわせて実施） 

 

10 生活衛生関係営業経営支援緊急対策事業 

税理士、中小企業診断士、社会保険労務士などと連携し、コロナ禍により大きな影響を受けている

生衛業者に対し、営業や公的支援に関する相談・指導を実施するとともに、宿泊事業者に対する新型

コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係る衛生講習会を実施した。 

（１）相談・指導 

中小企業診断士による公的支援の紹介や申請等の支援 

事業実施者：飲食及び理容の４営業者 

主な取組：持続化給付金などの申請補助、活用可能な公的支援の紹介 

 

（２）衛生講習会 

（旅館ホテル生衛組合、岩美町商工会） 

講師：医学博士 石田 茂 氏 

県中部・西部生活環境部局 担当者 

指導センター 担当者 

・東・中部地区  ６月１５日   ３８人 

・西部地区    ６月１７日   ２３人 

・岩美地区   １０月１４日   １６人 

 

11 生活衛生関係営業振興補助金事業 

県及び鳥取市から１／２の補助を受け、生活衛生関係営業者の資質向上に資するため次の事業を実

施した。 

・広報紙「生活衛生とっとり」の発行と配布  

２，５００部 年１回 １月 

 

12 標準営業約款推進事業 

「生活衛生関係営業の運営の適正化及び振興に関する法律」第５７条の１３の規定に基づき、指導

センターに行政、消費者代表、業界で組織する審査委員会を設置し、申請のあった営業者を調査の上、

審査会で審査して登録を行った。 

現在、理容業・美容業・クリーニング業・一般飲食店営業・めん類飲食店営業の５業種に設定され

ている「標準営業約款」について、加入の促進、既登録業者の更新登録の促進に努めた。 

また、生衛業者や消費者を対象とした研修会や意見交換会等で制度を PR するための除菌ティッシ

ュを配布した。 

・登録状況 

８月：新規登録   １店（美容業１） 

再 登 録   ８店（美容業７、クリーニング業１） 

廃  止   ３店（理容業２、美容業１） 

２月：新規登録   ２店（美容業２） 

再登録  １８５店（理容業１５９、美容業２５、クリーニング業１） 

廃 止   ５６店（理容業５１，美容業５） 

 

令和３年３月末登録店舗数 ３９０店（昨年同期 ４４６店） 

（理容業１６８、美容業２０５、クリーニング業１５、一般飲食店営業２） 

 

13 クリーニング師等研修・講習事業 
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全国生活衛生営業指導センター（以下「全国センター」という。）の委託事業として、知事の指定

を受けクリーニング業法に定める研修・講習を実施した。 

実施にあたっては、県・鳥取市及びクリーニング組合と連携して受講率の向上に努めた。 

（クリーニング師研修（１型）） 

日  時：令和２年１０月４日 

場  所：米子コンベンションセンター（米子市） 

受講者数：２８名 

（クリーニング師研修（２型）） 

受  付：令和２年１０月５日～１０月１６日 

受講者数： ７名 

（クリーニング業務従事者講習（１型）） 

日  時：令和２年１０月４日 

場  所：米子コンベンションセンター（米子市） 

受講者数：１１名 

（クリーニング業務従事者講習（２型）） 

受  付：令和２年１０月５日～１０月１６日 

受講者数：３４名 

 

14 全国生活衛生営業指導センター委託事業 

（１）生衛業景況等調査 

日本公庫が発注し全国指導センターが受注し、指導センターに再委託されて行う景気動向調査で、

一般消費者の生衛業利用動向や生衛業の経営状況について調査し、営業者に融資を行う日本公庫の

資金需要や融資条件の決定に活用され、もって営業者の経営安定化と振興に資した。 

対 象：県内の生衛業者  １０業種、７０店舗 

頻 度：毎四半期ごと 

調査員：特相員及び経営指導員 

 

（２）生衛業経営状況調査 

厚生労働省が全国センターを通して行う生衛業経営状況調査で、月次で経営状況を定期的・定点

的に調査・把握し、情報提供していくことにより、個々の営業者が経営判断を行う材料として、ま

た、生衛業に対する今後の施策の判断材料として活用することを目的として行った。 

対 象：県内の生衛業者  １０業種、５３店舗 

頻 度：毎四半期ごと 

調査員：経営指導員 

 

（３）経営特別相談員研修事業 

全国センターの委託を受け、知事が委嘱した経営特別相談員の相談能力向上を図るため研修会を

実施した。 

日 時：令和２年８月２４日 

場 所：ホテルセントパレス倉吉 

受講者：１６名 
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研修内容及び講師： 

・収益力向上・最低賃金制度と働き方改革等        中小企業診断士 北村 真吾 氏 

・新型コロナウイルス感染症と感染予防対策        医学博士 石田 茂 氏 

・衛経融資制度の推進と推薦事務に係る留意事項      日本公庫鳥取支店融資課長 

・生産性向上ガイドラインマニュアル・生衛業への支援制度 指導センター 担当者 
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(単位：円）

当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 452 453 △ 1
基本財産受取利息 452 453 △ 1

受取会費 97,000 97,000 0
賛助会員受取会費 77,000 77,000 0
特別会員受取会費 20,000 20,000 0

事業収益 2,512,824 2,793,669 △ 280,845
標準営業約款推進事業収益 475,280 279,400 195,880
クリ－ニング師研修講習事業収益 259,200 347,200 △ 88,000
特相員等研修事業収益 168,276 135,949 32,327
景気動向等調査事業収益 1,282,900 1,232,400 50,500

327,168 798,720 △ 471,552
受取補助金等 15,501,782 16,307,650 △ 805,868

受取国庫補助金 15,439,900 16,235,518 △ 795,618

受取単県等補助金 61,882 72,132 △ 10,250

雑収益 56,685 8,020 48,665
受取利息 85 100 △ 15
雑収益 56,600 7,920 48,680

経常収益計 18,168,743 19,206,792 △ 1,038,049
（２）経常費用

事業費 17,277,262 18,382,883 △ 1,105,621
給料手当 9,660,505 9,587,340 73,165
福利厚生費 1,561,800 1,520,165 41,635
諸謝金 1,579,274 1,872,216 △ 292,942
旅費交通費 403,622 899,706 △ 496,084
通信運搬費 473,566 608,323 △ 134,757
消耗品費 640,269 829,104 △ 188,835
印刷製本費 504,330 747,330 △ 243,000
使用料及び賃借料 1,889,268 1,868,900 20,368
光熱水料費 145,720 110,505 35,215
燃料費 0 9,500 △ 9,500
食糧費 24,158 35,702 △ 11,544
広告宣伝費 20,000 20,000 0
推進員費用弁償費 30,300 18,000 12,300
支払負担金　 144,960 85,200 59,760
委託費 161,600 126,500 35,100
雑費 37,890 44,392 △ 6,502

管理費 864,988 800,846 64,142
給料手当 402,521 399,473 3,048
役員等報酬 66,000 60,000 6,000
福利厚生費 65,074 63,340 1,734
旅費交通費 32,540 79,205 △ 46,665
通信運搬費 9,310 9,249 61

受託事業収益

令和２年度

公益財団法人鳥取県生活衛生営業指導センター

正味財産増減計算書

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

科　　目
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当年度 前年度 増　減科　　目

消耗品費 10,683 9,900 783
印刷製本費 8,578 7,367 1,211
使用料及び賃借料 14,600 14,100 500
食糧費 0 6,964 △ 6,964
会議費 11,090 10,660 430
租税公課 1,700 1,900 △ 200
支払負担金　 235,412 135,304 100,108
雑費 7,480 3,384 4,096

経常費用計 18,142,250 19,183,729 △ 1,041,479
当期経常増減額 26,493 23,063 3,430

２．経常外増減の部
（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 26,493 23,063 3,430
一般正味財産期首残高 6,007,819 5,984,756 23,063
一般正味財産期末残高 6,034,312 6,007,819 26,493

Ⅱ　指定正味財産増減の部
基本財産運用益 452 453 △ 1
　基本財産受取利息 452 453 △ 1
受取会費 77,000 77,000 0

賛助会員受取会費 77,000 77,000 0
一般正味財産への振替額 △ 77,452 △ 77,453 1

一般正味財産への振替額 △ 77,452 △ 77,453 1

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 4,520,000 4,520,000 0
指定正味財産期末残高 4,520,000 4,520,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 10,554,312 10,527,819 26,493
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(単位：円）

公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 452 452
基本財産受取利息 452 452

受取会費 20,000 77,000 97,000
賛助会員受取会費 77,000 77,000
特別会員受取会費 20,000 20,000

事業収益 2,134,824 378,000 2,512,824
標準営業約款推進事業収益 475,280 475,280
クリ－ニング師研修講習事業収益 259,200 259,200
特相員等研修事業収益 168,276 168,276
景気動向等調査事業収益 904,900 378,000 1,282,900

327,168 327,168
受取補助金等 15,034,187 467,595 15,501,782

受取国庫補助金 14,972,305 467,595 15,439,900
受取単県等補助金 61,882 61,882

雑収益 50,085 6,600 56,685
受取利息 85 85
雑収益 50,000 6,600 56,600

経常収益計 17,239,548 929,195 0 18,168,743

（２）経常費用

事業費 17,277,262 17,277,262
給料手当 9,660,505 9,660,505
福利厚生費 1,561,800 1,561,800
諸謝金 1,579,274 1,579,274
旅費交通費 403,622 403,622
通信運搬費 473,566 473,566
消耗品費 640,269 640,269
印刷製本費 504,330 504,330
使用料及び賃借料 1,889,268 1,889,268
光熱水料費 145,720 145,720
燃料費 0 0
食糧費 24,158 24,158
広告宣伝費 20,000 20,000
推進員費用弁償費 30,300 30,300
支払負担金　 144,960 144,960
委託費 161,600 161,600
雑費 37,890 37,890

管理費 864,988 864,988
給料手当 402,521 402,521
役員等報酬 66,000 66,000
福利厚生費 65,074 65,074
旅費交通費 32,540 32,540
通信運搬費 9,310 9,310

受託事業収益

令和２年度

公益財団法人鳥取県生活衛生営業指導センター

正味財産増減計算書内訳表

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

科　　目
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公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合　計科　　目

消耗品費 10,683 10,683
印刷製本費 8,578 8,578
使用料及び賃借料 14,600 14,600
食糧費 0 0
会議費 11,090 11,090
租税公課 1,700 1,700
支払負担金　 235,412 235,412
雑費 7,480 7,480

経常費用計 17,277,262 864,988 0 18,142,250

当期経常増減額 △ 37,714 64,207 0 26,493

２．経常外増減の部
経常外収益計 0 0 0 0
経常外費用計 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0
他会計振替額 0 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 37,714 64,207 0 26,493
一般正味財産期首残高 6,007,819
一般正味財産期末残高 6,034,312

Ⅱ　指定正味財産増減の部
基本財産運用益 452 0 452
　基本財産受取利息 452 0 452
受取会費 77,000 0 77,000

賛助会員受取会費 77,000 0 77,000
一般正味財産への振替額 △ 452 △ 77,000 0 △ 77,452

一般正味財産への振替額 △ 452 △ 77,000 0 △ 77,452
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 4,520,000
指定正味財産期末残高 4,520,000

Ⅲ　正味財産期末残高 10,554,312
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（単位：円）

当 年 度 前 年 度 増　減

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金 5,754,572 5,854,752 △ 100,180

　　現金 0 0 0

　　普通預金 5,754,572 5,854,752 △ 100,180

前払金 277 326 △ 49

【流動資産合計】 5,754,849 5,855,078 △ 100,229

２　固定資産

（１）基本財産

定期預金 4,520,000 4,520,000 0

【基本財産合計】 4,520,000 4,520,000 0

（２）その他の固定資産

敷金 500,000 500,000 0

【その他の固定資産合計】 500,000 500,000 0

【固定資産合計】 5,020,000 5,020,000 0

【資産合計】 10,774,849 10,875,078 △ 100,229

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金 8,182 9,827 △ 1,645

預り金 212,355 337,432 △ 125,077

【流動負債合計】 220,537 347,259 △ 126,722

２　固定負債

【固定負債合計】 0 0 0

【負債合計】 220,537 347,259 △ 126,722

Ⅲ　正味財産の部

１　指定正味財産

寄付金 4,520,000 4,520,000 0

【指定正味財産合計】 4,520,000 4,520,000 0

（うち基本財産への充当額） (4,520,000) (4,520,000)

２　一般正味財産 6,034,312 6,007,819 26,493

【正味財産合計】 10,554,312 10,527,819 26,493

【負債・正味財産合計】 10,774,849 10,875,078 △ 100,229

令和３年３月３１日現在

科　　　　　目

 貸 借 対 照 表

令和２年度

公益財団法人鳥取県生活衛生営業指導センター
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　　　　通常の賃貸借取引に係る方法で処理している。

　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

（単位：円）

科　　　目

　　定期預金

（単位：円）

科　　　目

　　定期預金

（単位：円）

補助金等の名称

 鳥取県生活衛生営業指導センター補助金

 鳥取県生活衛生営業振興事業補助金

鳥取市生活衛生営業振興事業補助金

（単位：円）

経常収益への振替額

　基本財産受取利息計上による振替額

　賛助会員受取会費計上による振替額

内　　　　　訳 金　　　　　額

77,000

452

77,452合　　  　計

0

　指定正味財産から一般正味財産へ振替額の内訳は、次のとおりである。

合　　　計

５　指定正味財産から一般正味財産へ振替額の内訳

 鳥取市 0 21,040       21,040       0

 鳥取県 0 40,842       40,842       0

財務諸表に対する注記

前期末
残高

当期末
残高

交付者
当期

増加額
当期

減少額

４　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

貸借対照表上
の記載区分

0

4,520,000          (4,520,000)

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

合　　　計

(0)

１　重要な会計方針

　（１）　リース取引の処理方法

　（２）　消費税等の会計処理

合　　　計

4,520,000       

当期減少額

0

04,520,000          

(0)

　　基本財産の財源等の内訳は、次のとおりである。

２　基本財産の増減額及びその残高

4,520,000          

　　基本財産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

前期末残高 当期増加額 当期末残高

4,520,000       0

３　基本財産の財源等の内訳

（うち負債に
対応する額）

4,520,000          

(0)

(4,520,000) (0)

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

鳥取県 0 15,439,900 15,439,900 

0 15,501,782 15,501,782 0
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　　　　額

（流動資産）

現　金 0

預　金 普通預金 運転資金として 5,754,572

山陰合同銀行鳥取営業部

前払金 労働保険料に対する前払額 労働保険料 277

5,754,849

（固定資産）

　基本財産 定期預金 山陰合同銀行鳥取営業部 公益目的保有財産であり、 4,520,000

運用益を公益目的事業の

財源として使用している

その他の 敷　金 ㈱城北ﾋﾞﾙ（事務所） 公益目的保有財産であり、 500,000

固定資産 公益目的事業、管理業務で

使用している共有財産である

固定資産合計 5,020,000

10,774,849

（流動負債）

未払金 8,182

（株）ケー・オウ・エイに コピー料金 6,532

対する未払額

富士通（株）に対する プロバイダー料金 1,650

未払額

預り金 212,355

職員等からの預り額 社会保険料等 103,048

源泉所得税 49,708

市県民税 23,800

補助金返還分預り額 R２年度鳥取県生活衛生営業指
導センター補助金 35,799

流動負債合計 220,537

固定負債合計 -

220,537負債合計

正味財産 10,554,312

財　産　目　録
令和３年３月３１日現在

貸借対照表科目

流動資産合計

資産合計
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　 基本財産の明細は、財務諸表に対する注記に記載している。

該当なし

附 属 明 細 書

１　基本財産の明細

２　引当金の明細
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令和３年度事業計画 

 

Ⅰ 基本方針 

県民生活に密着したサービスや商品提供を通じ生活向上と地域経済の活性化に重要な役割を果たしてい

る生活衛生関係営業（以下「生衛業」という。）に関し、「生活衛生関係営業の運営の適正化と振興に関す

る法律」（以下「生衛法」という。）に基づき生活衛生同業組合（以下「生衛組合」という。）と連携し又は

直接事業者に対して、事業振興と経営健全化、営業に関する相談・指導、融資の斡旋、情報の収集・発信

など「公益財団法人鳥取県生活衛生営業指導センター定款」に定める事業を行い、生衛業者の経営の健全

化、衛生水準の向上と併せて利用者･消費者の利益の擁護を図る。 

特に本年度は、コロナ禍により厳しい経営環境が続いている生衛業の現状を踏まえ、経営の継続や健全

化等の支援に積極的に取り組む。 

事業実施にあたっては行政機関、日本政策金融公庫（以下「日本公庫」という。）等関係の諸機関・団体

等との連携を密にし、総合的な事業の推進とその効果の発現に努めるとともに公益財団法人として、公益

法人３法、関係法令及び定款を遵守し、コンプライアンスに基づき法人運営を行う。 

 

Ⅱ 事業内容 

１ 相談室運営事業 

   公益財団法人鳥取県生活衛生営業指導センター（以下「指導センター」という。）に経営指導員を

配置し、指導センターの管理運営と常設の相談窓口を開設して、生衛業者に対する経営上必要な融資、

労務、衛生管理等の相談と指導を行うとともに、利用者・消費者の苦情等に関する相談業務を行う。 

また、経営指導員、経営特別相談員（以下「特相員」という。）、標準営業約款登録推進員（以下「Ｓ

マーク推進員」という。）及び関係機関等が連携して、生衛業者に対する経営の近代化、合理化、健

全化、衛生水準の維持向上などについて支援を行う。 

 

     ・組織体制     常務理事      １名（事務局長・経営指導員を兼務） 

経営指導員     １名    

               事務職員      １名 

               特相員      ２４名（令和２年４月～５年３月） 

 

２ 税務並びに中小企業診断個別相談等事業 

平成２４年６月に中国税理士会鳥取県支部連合会並びに平成２７年１２月に（一社）鳥取県中小企

業診断士協会と締結した覚書に基づき、税理士並びに中小企業診断士による個別無料相談事業を積極

的に推進し、生衛業者の経営の改善・事業の発展等に資する。 

 

・指導内容  （税理士） 

 記帳・決算書の作成 税務申告 経営分析 事業承継 等 

 （中小企業診断士） 

 企業診断 経営環境改善 経営分析 事業承継 等 

  ・目標    ６件・１２時間 

 

３ 地区生活衛生営業相談指導事業 

（１）出前相談・指導 

要請を受けて、経営指導員が各生衛組合の総会、理事会、役員会等に出席し相談・指導に応じ

るとともに個別の営業者、営業施設等にも出向いて対応する。 

    特に特相員から提供される融資等相談事案については、よりきめ細かい対応をするため随時現

地に出向き、必要に応じて税理士・中小企業診断士等の専門家の協力を得て相談に応ずる。 

    ・目標    窓口相談１５０件 地区相談 ４０人 巡回相談 ６５０件 
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（２）地区相談・指導 

鳥取県中部・西部総合事務所及び鳥取市の協力を得て、各管内の生衛組合（支部）役員、特相

員、Ｓマーク推進員及び経営指導員並びに行政担当者及び日本公庫融資担当者で業種横断的な地

区連絡会を開催し、地域の状況を踏まえた意見交換を行う。 

 なお資金需要期には日本公庫鳥取支店及び米子支店と連携し融資相談会を開催する。 

 

（３）衛生管理講習会 

生衛業の衛生水準を確保し感染症等の拡大を未然に防止するため、美容業生衛組合及び理容生

衛組合と連携して理容・美容業界全体の営業施設における消毒法、衛生法規及び組合のニーズに

応じたテーマ等に関する講習会を県内３地域で実施する。 

 なお、講習会の開催にあたっては厚生労働省及び鳥取県・鳥取市の後援を得て実施をしていく。 

  

・目標    参加者数  美容 ２００名 理容 ２００名 

 

４ 生活衛生関係営業経営改善資金融資等指導事業 

生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（以下「衛経」という）による設備資金及び運転資金につ

いて、生衛組合及び特相員等と連携して資金需要の把握に努めるとともに、融資を希望する者に対し

ては現地に出かけ指導を行うとともに融資推薦書の作成を指導センターで行う等迅速な融資に努め

る。 

なお、平成２９年度からは特相員が融資推薦書を作成した場合に謝金を支払うこととし、衛経制度

の更なる利用拡大を図っている。 

 また、衛経借入者に対する県下９市町の利子補給制度の周知を図り、融資実績の増加に努める。 

さらに、直近１ケ年程度の間に新たに営業の許可又は届出を行った営業者に対し、個別融資相談会

の開催案内・指導センターの業務紹介などの資料送付を行う。 

 

 ・目標     衛経貸付          ８件 ３,２００万円 

         個別融資相談会開催案内送付 約４００件  

 

５ 融資等相談支援連絡協議会事業費 

生活衛生関係営業融資業務に関し緊密な連携と機能的な運用を図るため、指導センター、各生衛組

合理事長及び日本公庫鳥取・米子支店による融資等意見交換会並びに経営指導員、特相員及び日本公

庫融資担当課長による融資等連絡協議会を開催する。 

 

６ 生衛業情報化整備事業 

（１）ホームページの適切な管理・運営 

    全国指導センターの「生衛業情報ネットワークシステム」（各名簿管理・調査集計処理など）の

活用・管理を行うとともに、適時・適切な情報提供に努めアクセス件数の増加を図る。 

 

   （掲載情報） 

・情報開示に関するもの 

   事業計画書及び収支予算 

   事業報告書、計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及び財産目録 

   役員の変更 

・事業者に対するもの 

  経営相談・融資・金利変更等 

各生衛組合の活動状況 

景気動向調査報告 

受動喫煙防止対策 
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感染症の流行状況や対策及び関連する施策 

新型コロナウイルス感染症対策に関する国・県等の支援制度 

    ・利用者・消費者に対するもの 

標準営業約款登録店や環境配慮活動実施店舗の状況 

食中毒や感染症の発生状況及びその防止対策 

熱中症注意情報 

    ・目標   アクセス件数  ２,０００件 

 

（２）指導センター通信・とりせい通信の発刊 

     指導センター・各生衛組合及び日本公庫など関係団体が有する情報を生衛業者に周知するこ

とにより、生衛業者の経営の健全化及び衛生水準の向上に資する。 

 

     ・記載内容（例） 

       指導センター 令和３年度事業計画 

       衛生関係時事対応（新型コロナウイルス感染症対策、食品営業許可制度の改正等） 

       関係機関の紹介  等 

     ・発行時期（予定）   令和３年５月 

     ・発行部数       １,５００部 

 

（３）ｗｅｂ会議システムの導入 

     新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から実践が求められている「新しい生活様式」

に対応するためｗｅｂ会議システムを導入し、情報共有等を図る。 

    （実施予定のｗｅｂ会議） 

・生活衛生同業組合事務局連絡会議 

・生衛業者を対象とした講習会 等 

 

７ 後継者育成支援事業 

高校生を対象とした職業体験を通して生活衛生営業に対する職業観の向上を図り後継者の確保に

繋げることにより県民生活に不便を生じさせることの無いよう努める。 

このため、指導センターに教育関係機関、行政、関係生衛組合等で構成する「企画・評価協議会」

を設置し、実施計画、目標及び事業プログラムの検討を行うとともに、結果を評価し必要な見直しを

行う。 

本年度においても、美容業及び理容業を対象とした体験学習を県内の高等学校で実施し、職業観の

向上と専門学校等への進学者数の増加をめざす。 

  

８ 消費者コールセンター事業 

生衛業に起因する利用者消費者の苦情を処理するとともに、消費者、行政、専門家、生衛業者によ

る意見交換会を行い、問題・課題の検討を行うとともに、相互理解に資することとする。 

  

・懇談会の開催   開催地区   西部地区 

             参加者数   １５名程度 

 

９ 生活衛生水準確保・向上事業 

   生活衛生水準の確保・向上を図るとともに生衛組合の活性化の取組を支援する。 

 

  （１）確保・向上推進会議の開催 

    生衛組合、県担当課、日本公庫、指導センターで構成し、行動計画の策定、取り組むべき課題

等について意見交換する。 
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  （２）広報 

    生衛組合の組合員及び員外者に、チラシ・ポケットブックを配布し、組合員意識の高揚を図る

とともに組合員の新規加入を図る。 

 

  （３）新規営業許可情報の収集および提供 

    各地区の生活衛生担当部局から新規の営業許可施設届出施設の情報を入手し、各生衛組合に提

供するとともに直接指導センターから新規の営業許可施設届出施設に組合加入チラシ、生衛とっ

とり等を送付する。 

 

10 生活衛生関係営業経営支援緊急対策事業 

税理士や中小企業診断士などと連携し、コロナ禍により大きな影響を受けている生衛業者に対し、

営業や公的支援等に関する相談・指導を実施する。 

 

   ・相談・指導の実施件数  １０件 

 

11 生産性向上営業者モデル事業 

生衛業者が、生産性向上に向けた取組を確実に行っていけるよう、厚生労働省が作成した生産性向

上ガイドライン・マニュアルを用いて、指導センターと営業者が連携したモデル事業を実施する。 

 

   ・モデル事業実施事業者  １者 

 

12 生活衛生営業振興補助金事業 

指導センターの機関誌「生活衛生とっとり」を令和４年１月に刊行し、生衛業関連の情報や生衛組

合の活動、安全安心に向けた取組を広く広報する。 

 

   ・発行部数  ２,５００部 

 

13 標準営業約款登録推進事業 

 生衛法第57条の13の規定に基づき、指導センターに行政、消費者代表、業界で組織する審査委員

会を設置し、申請のあった営業者を調査の上、審査会で審査して登録を行う。 

現在、理容業・美容業・クリーニング業・一般飲食店営業・めん類営業の5業種に設定されている「標 

準営業約款」について、加入の促進、既登録業者の更新登録の促進に努める。 

このため、消費者団体が行う研修会等に出向いて標準営業約款制度の周知や登録店のＰＲを行うな

どの消費者の制度に対する理解を深める取組を実施する。 

 

  ・目標    更新  ３３件（理容３、美容２８、クリーニング１、飲食１） 

         新規   ５件 

 

14 クリーニング師等研修・講習事業 

県から免許を受けているクリーニング師並びにクリーニング業務の従事者は、資質の向上と消費者

保護の観点からクリーニング業法により３年に１度、資質向上のため研修・講習を受講することとさ

れている。 

指導センターでは全国指導センターの委託事業として、知事の指定を受けクリーニング業法に定め

る研修・講習を中部地区で実施する。 

 

   ・目標   クリーニング師研修 ２７名(１型：２０名、２型： ７名) 

         従事者講習     ４０名(１型：１０名、２型：３０名) 
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15 全国指導センター委託事業 

  （１）生衛業景況等調査 

    日本公庫から全国指導センターが委託を受け、指導センターが再委託を受けて行う景気動向調

査で、一般消費者の生衛業利用動向や生衛業の経営状況について調査し、営業者への融資を行う

日本公庫の資金需要や融資条件の決定に役立たせ、営業者の経営安定化を図り一般消費者に安全

で安定したサービスを提供できるようするものである。 

 

    ・対 象：県内の生衛業者  １０業種、７０店舗 

・頻 度：毎四半期ごと４回／年 

    ・調査員：経営指導員及び特相員 

 

  （２）生衛業経営状況調査 

    全国指導センターが厚生労働省の指導のもと企画設計した調査で、各業種の生衛事業者の経営

状況について、協力の得られる事業者を対象に月次の数値データを調査し全国又はブロックごと

に整理解析して経営健全化の参考にするとともに、生衛業に対する施策に反映することを目的と

する。 

 

・対 象：県内の生衛業者  １０業種、５０店舗 

・頻 度：毎四半期ごと４回／年 

    ・調査員：経営指導員 

 

  （３）経営特別相談員研修事業 

    知事が委嘱した特相員２４名に対し制度融資等への理解・相談対応能力等の向上を図るため研

修会を実施する。 

 

    ・６月又は７月に実施 
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予算額 前年度予算額 増　減 備　考

千円 千円 千円 

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

0 0 0 

　基本財産受取利息 0 0 0 

97 97 0 

　賛助会員受取会費 77 77 0 

　特別会員受取会費 20 20 0 

2,779 2,513 266 

　標準営業約款推進事 111 476 △ 365 

　業収益

　クリーニング師研修 208 259 △51 

　講習事業収益

　特相員等研修事業収 160 168 △ 8 

　益

　景気動向等調査事業 1,255 1,283 △28 

　収益

　受託事業収益 1,045 327 718 

16,559 15,502 1,057 

　受取国庫補助金 16,474 15,440 1,034 

　受取県等補助金 85 62 23 

2 57 △ 55 

　受取利息 0 0 0 

  雑収益 2 57 △ 55 

19,437 18,169 1,268 

18,415 17,291 1,124 

9,970 9,661 309 

1,648 1,562 86 

772 411 361 

481 467 14 

424 652 △ 228 

596 502 94 

公益財団法人　鳥取県生活衛生営業指導センター

収　支　予　算　書
（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

科　　　目

　  (1) 経常収益

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗品費

　　　　　基本財産運用益

　　　　　受取会費

　　　　　事業収益

　　　　　雑収益

　  (2) 経常費用

　　　　　受取補助金等

　  　　経常収益計

　　　　　事業費

　　　　　　給料手当

　　　　　　印刷製本費
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予算額 前年度予算額 増　減 備　考

千円 千円 千円 

142 147 △ 5 

0 0 0 

31 24 7 

1,883 1,890 △ 7 

2,230 1,579 651 

27 0 27 

20 20 0 

8 30 △ 22 

5 0 5 

34 145 △ 111 

79 162 △ 83 

65 39 26 

1,041 882 159 

415 403 12 

96 72 24 

89 65 24 

80 40 40 

10 10 0 

10 11 △ 1 

10 9 1 

2 0 2 

10 0 10 

40 16 24 

20 12 8 

3 2 1 

240 235 5 

1 0 1 

15 7 8 

19,456 18,173 1,283 

　　　　当期経常増減額 △ 19 △ 4 △ 15 

　２　経常外増減の部

経常外収益計 0 0 0 

経常外費用計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 △ 19 △ 4 △ 15 

一般正味財産期首残高 6,004 6,008 △ 4 

一般正味財産期末残高 5,985 6,004 △ 19 

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　燃料費

科　　　目

　　　　　　食糧費

　　　　　　使用料及び賃借料

　　　　　　諸謝金

　　　　　　会議費

　　　　　　広告宣伝費

　　　　　　推進員費用弁償費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　支払助成金

　　　　　　支払負担金

　　　　　　委託費

　　　　　　雑費

　　　　　管理費

　　　　　　給料手当

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　旅費交通費

　  (2) 経常外費用

　  (1) 経常外収益

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　食糧費

　　　　　　雑費

　  　　経常費用計

　　　　　　使用料及び賃借料

　　　　　　会議費

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　支払利息

（14）公益財団法人　鳥取県生活衛生営業指導センター
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予算額 前年度予算額 増　減 備　考

千円 千円 千円 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　基本財産運用益 0 0 0 

基本財産受取利息 0 0 0 

　　　受取会費 0 77 △ 77 

賛助会員受取会費 0 77 △ 77 

　　　一般正味財産への振替額 0 △ 78 78 

　　　 当期指定正味財産増減額 0 0 0 

指定正味財産期首残高 4,520 4,520 0 

指定正味財産期末残高 4,520 4,520 0 

10,505 10,524 △ 19 Ⅲ　正味財産期末残高

科　　　目

（14）公益財団法人　鳥取県生活衛生営業指導センター
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公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

千円 千円 千円 千円 

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

0 0 

　基本財産受取利息 0 0 

20 77 97 

　賛助会員受取会費 77 77 

　特別会員受取会費 20 20 

2,294 485 2,779 

　標準営業約款推進事 111 111 

　業収益

　クリーニング師研修 208 208 

　講習事業収益

　特相員等研修事業収 160 160 

　益

　景気動向等調査事業 820 435 1,255 

　収益

　受託事業収益 995 50 1,045 

16,075 484 16,559 

　受取国庫補助金 15,990 484 16,474 

　受取県等補助金 85 85 

0 2 2 

　受取利息 0 0 

　雑収益 2 2 

18,389 1,048 19,437 

18,415 18,415 

9,970 9,970 

1,648 1,648 

772 772 

481 481 

424 424 

596 596 

142 142 

公益財団法人　鳥取県生活衛生営業指導センター

収　支　予　算　書　内　訳　表
（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

科　　　目

　  (1) 経常収益

　　　　　基本財産運用益

　　　　　受取会費

　　　　　事業収益

　　　　　雑収益

　  (2) 経常費用

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　光熱水料費

　　　　　受取補助金等

　  　　経常収益計

　　　　　事業費

　　　　　　給料手当
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公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

千円 千円 千円 千円 

0 0 

31 31 

1,883 1,883 

2,230 2,230 

27 27 

20 20 

8 8 

5 5 

34 34 

79 79 

65 65 

1,041 1,041 

415 415 

96 96 

89 89 

80 80 

10 10 

10 10 

10 10 

2 2 

10 10 

40 40 

20 20 

3 3 

240 240 

1 1 

15 15 

18,415 1,041 19,456 

　　　　当期経常増減額 △ 26 7 △ 19 

　２　経常外増減の部

経常外収益計 0 0 0 

経常外費用計 0 0 0 

当期経常外増減額 0 0 0 

当期一般正味財産増減額 △ 26 7 △ 19 

一般正味財産期首残高 6,004 

一般正味財産期末残高 5,985 

　　　　　　雑費

　　　　　　旅費交通費

　　　　　経常費用計

　　　　　管理費

　　　　　　給料手当

　　　　　　役員等報酬

　　　　　　福利厚生費

　　　　　　推進員費用弁償費

　　　　　　支払助成金

　　　　　　支払負担金

　　　　　　委託費

　　　　　　雑費

　  (2) 経常外費用

　　　　　　使用料及び賃借料

　　　　　　諸謝金

　　　　　　会議費

　　　　　　広告宣伝費

　  (1) 経常外収益

　　　　　　通信運搬費

　　　　　　消耗品費

　　　　　　印刷製本費

　　　　　　光熱水料費

　　　　　　食糧費

　　　　　　租税公課

　　　　　　支払負担金

　　　　　　支払利息

　　　　　　使用料及び賃借料

　　　　　　会議費

科　　　目

　　　　　　燃料費

　　　　　　食糧費
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公益目的事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

千円 千円 千円 千円 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　基本財産運用益 0 0 

基本財産受取利息 0 0 

　　　受取会費 0 0 

賛助会員受取会費 0 

　　　一般正味財産への振替額 0 0 

　　　 当期指定正味財産増減額 0 0 0 

指定正味財産期首残高 4,520 

指定正味財産期末残高 4,520 

10,505 

科　　　目

Ⅲ　正味財産期末残高
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